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＜連絡事項＞

· 4/8（金）16：00～通所リハビリテーショングループに異動するスタッフが申し送りに来る予定。

· 4/13（水）新入職員の事務員の桝舘晴彦さん、高橋真由美さんが1日ローテーション研修予定。

· 4/16（土）18：30～外来看護G・訪問看護G・通所リハビリテーションG合同の歓迎会を開催。参加出来ないスタッフは上野JGMまで。

· 4/18、19　西病棟G佐藤栄峰Nsがローテーション研修。

· 4/19、20　東病棟G金井優樹さんがローテーション研修。

· 4/21（木）コメディカルの事業報告（対象：飯野SGM、山田TOL、小嶋）

· 4/21（木）16：00～病院2階会議室で部署ミーティング開催。

＜プログラム検討＞

· 15日までに新プログラム起案書を提出。

· 15日までに、テキストを所定フォルダに入れ、プログラム入力をすること。

＜環境整備＞

· 靴の管理表が作成途中。

· 持ち主不明の靴があるため、利用者様に聞いていく。

＜業務改善＞

· 今後は7：55から朝の申し送りをし、1日の流れを確認していく。

· 現在、自動ドアを8時前から開放しているため、利用者様が早い時間から来所している。16日からは8時から建物に入れるように利用者様に周知していく。

· ミーティングに間に合わない利用者様、スタッフがいる為、昼食申込締め切り時間を9：55とし、血圧計や体温計も9：55にしまうこととする。（OT学生がいた場合は、インターホンを鳴らしてもらい、ドアを開けることとする。）

＜新書式検討＞

· 毎月の経過は、長期目標、短期目標が上記に記され、それを意識してどのようにアプローチしたかを書けるような書式を今後も話し合って作り上げていく。

· 日々の記録も、各プログラムごとの記録ではなく、1日の流れを通して、治療計画と照し合せながら書けるような書式を作り上げていくこととする。

＜事例検討＞

鈴木　茂子様（56）　病名：統合失調症　デイケア利用年数：2ヶ月　　担当：川井

検討内容　治療計画の立案

主治医からの指示　膝の痛みを軽減する為に体重を落とすこと。人間関係について学ぶ事。

現状
＜デイケア＞

· デイケア開始後すぐに物のやりとりがあり、強い口調で否定している。しかし、スタッフが見たことを伝えると「う、うん…」と気まずそうに返事をしている。

· 整形外科を受診しており、「運動しないように言われた」とスタッフに報告。しかし実際は、「負担にならない程度に動くように」と指示があり、報告内容が異なる。

· 退院後よりやや体重が増加（1Kg程度）している。

· 外来や青山荘からも体重について言われ、「ストレスだ」と話していることがあった。

· 本日幸房利用者様（神山様）からビニール袋を受け取っており、服をプレゼントされたとのこと。

· 物のやり取りがあった際に「物のやり取りは人間関係が崩れる」と伝えるが、「崩れないわよ！」と口調強く反論している。その口調の強さが威圧的に感じる人がいることを伝えている。

· 会話を弾ませたり、気を使える良い面がある。

＜青山荘＞

· 現在、体重と血圧を毎日測定することとなっており、青山荘の体重計でも体重が増加していることが認められる。

· デイケアに行ったあと一旦外にでて、むつ食品で買物している可能性がある。

· タバコはスタッフ管理としている。

· 友人から電話を貰ったあと、青山荘スタッフに「誰から？」と聞かれるのが苦痛だと話していることがあった。

· 物のやり取りについてその都度指導しているが、上辺だけの理解を示している状態である。

将来について
自宅で姉と同居する案はなく、1人暮らしは心配だと本人が話している。そのため、姉も本人もグループホームの入居を考えている。

まとめ
1 物のやりとりで人間関係が崩れるのか？

· 対神山様に関しては、神山様が一方的に「かわいそうだから」と物をあげている可能性がある。

· 入院中から金銭的トラブルがあり、物・金品の貸し借りが入院する原因ともなっている。

· 本人の特徴を考えると、小さなもののやり取りから大きなもの（お金等）に発展していく可能性がある。

· お金を借りた際や物をもらうと、それにプラスαで相手に返そうとするため、やり取りしていくうちに金額が大きくなったり、物が大きくなっていくことがあった。

⇒まず、本人が物のやり取りについて聞かれることが何故なのかを分かっていない可能性がある。物のやり取りが何故いけないかを納得してもらうためにも漠然とした注意でなく、過去のエピソードを振り返りながら、説明していくことが必要であると考えられる。

2 適切な人間関係を保つ為にはどうしたらいいのか？

⇒長期目標（グループホーム入居等）、短期目標を本人と話し合って決め、治療していくことが望ましいと考えられる。

今後の治療計画

　物のやり取り、体重管理、健康管理について振り返り、本人とともに治療計画を立案していくこととする。

＜利用者様情報＞

繁名　和恵様～左耳に痛みがあるとのことで、痛み止めを飲んでいる。今朝も痛みがあったとのこと。腫れや虫歯は認められない。

細越　定生様～8時前に来所し、自動ドアが開いていない為か外でタバコを吸っている。喫煙場所以外で吸わないように注意すると「はいはい」と聞き流している。

大久保恒夫様～本日来所しており、プログラムが行なわれている側で、「弟から色々要求されてお金がない。」「律子の年金が入った日にあれこれ持ってこいといわれる」と大きな声で話している。自分の生活があるため、きちんと断るようにアドバイスしている。

本多　富美様～2、3日前に指に火傷をし、化膿している様子が見られる。皮膚科受診を勧めると、すぐに皮膚科に行き、切開し膿を出したとのこと。軟膏が処方されている。

＜勉強会＞　『利用開始書類』

　例：青南花子様が4月18日から利用になるので指示箋をもらってください。

↓　※下記の書類を準備

1 指示箋

· 担当医に記入してもらう。

· 1部コピーし、コピーは外来カルテへ、原本は通所カルテに保管。

2 食事指示箋

· 担当医に記入してもらう。

・1部コピー、コピーは通所カルテへ、原本は病院栄養士が保管。

3 申し込み書・契約書

· 家族・本人に渡し、利用日までに提出してもらう。

· 第1・第2の連絡先は別の番号で記入してもらうのが望ましい。

・書類が提出されたら医事で割り印を押してもらい、左側は通所カルテへ、右側は本人へ渡す。

4 情報提供書

· 病棟・PSWが作成し、通所に提出してもらう。

5 デイケア録

・本人・家族・病棟・施設・外来から情報を集め作成する。

